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河　川

縮尺

施　　工

葉中

箇　　所

1

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

14

平　土　第　　　号

路　線

平　　　川　　　市

図面番号

名

図　示

青　　　森　　　県

橋梁一般図

地内平川市　碇ヶ関

工事番号

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

橋梁一般図

A2A1

流
水

方
向

平　面　図

断　面　図

側　面　図

橋梁諸元
碇沢川橋

碇ヶ関田中線

碇沢川(管理者：青森県)

1967年(昭和42年)3月　※橋齢57年

設計活荷重 不明

形　式 1径間－単純鋼H桁橋

橋　長 8.870m

桁　長 8.780m

支間長 8.370m

有効幅員 4.000m

全幅員 4.500m

支　承 線支承

斜　角 90°

橋面舗装 アスファルト舗装　t=5cm(推定)

防護柵 橋梁用防護柵(ガードレール)

伸縮装置 伸縮目地

形　式 重力式橋台

基　礎 直接基礎

適用示方書　1964年(昭和39年)適用基準

橋梁名

路線名

架橋条件

供用年

2460
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流水方向
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A1橋台正面図

流水方向

Ap0202e

A2橋台正面図

S=1:100(A3版)
S=1:50(A1版)

M

A2

F

A1

護岸ブロック積

護岸コンクリート

護岸コンクリート

護岸ブロック積

240 支間長　8370 240

2
50

4
00
0

25
0

250 4000 250

75
0

35
0

6
00

50

横桁・端横桁

横
桁
・
端
横
桁

98
0

35 桁　長　8780 35

10床版長　885010

橋　長　8870

10床版長　885010

橋　長　8870

4
50
0

10
00

2
50
0

1
00
0

4
50
0

4500

1000 2500 1000

250 4000 250

4500

3
50

67
010
20

60
0

10
2
0

4500

250

60
0

35
0

4000

67
0

250

アスファルト舗装 t=5cm(推定)

250 3500 250

50

外側線

25
0

3
50
0

25
0



河　川

縮尺

施　　工

葉中

箇　　所

2

14

路　線

平　　　川　　　市

図面番号

名

図　示

青　　　森　　　県

橋梁補修一般図

地内平川市　碇ヶ関

工事番号

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

A1

F M

A2

橋梁補修一般図
S=1:30(A1版)

平　面　図

断　面　図

側　面　図

橋梁諸元
碇沢川橋

碇ヶ関田中線

碇沢川(管理者：青森県)

1967年(昭和42年)3月　※橋齢57年

設計活荷重 不明

形　式 1径間－単純鋼H桁橋

橋　長 8.870m

桁　長 8.780m

支間長 8.370m

有効幅員 4.000m

全幅員 4.500m

支　承 線支承

斜　角 90°

橋面舗装 アスファルト舗装　t=5cm(推定)

防護柵 橋梁用防護柵(ガードレール)

伸縮装置 伸縮目地

形　式 重力式橋台

基　礎 直接基礎

適用示方書　1964年(昭和39年)適用基準

橋梁名

路線名

架橋条件

供用年

上

部

工

下

部

工

S=1:60(A3版)

24
6
0

流
水
方
向 A2A1

2460

排水装置補修工

地覆補修工

補修計画一覧

コンクリート打換え、表面保護工(表面含浸工法－シラン系)

床版防水補修工

伸縮装置補修工

区画線設置(外側線－ペイント式白色実線 W=15cm)区画線補修工

補　修　工　法

ひび割れ補修工(注入工法)、断面修復工(左官工法)、表面保護工(表面含浸工法－高分子系)

床版防水工設置(複合床版防水、導水パイプ[樹脂製φ15mm]、埋設型排水桝[SUS製]設置)

防護柵補修工

伸縮装置取替工(荷重支持型鋼製フィンガー型式ジョイント)

工　　種

防護柵取替工(橋梁用ガードレール[プレート型])

排水管取替工(目皿付き排水管[ステンレス製φ100])

床版補修工

舗装打換え(アスファルト舗装　 5 密粒度As(13F)改質II型 t=5cm)、調整モルタル設置 t=1～4cm舗装補修工

主桁表面処理工 塗装塗替え(循環式ハイブリットブラストシステム工法＋Rc-Ⅰ塗装系)

支承補修工 金属パテ充填、塗装塗替え(循環式ハイブリットブラストシステム工法＋金属溶射)

沓座モルタル補修工 沓座モルタル設置(無収縮モルタル)

防護柵補修工：防護柵取替工(橋梁用ガードレール)
床版防水補修工：床版防水工設置(複合床版防水、導水パイプ、埋設型排水桝)

区画線補修工：区画線設置(外側線)
舗装補修工：舗装打換え(アスファルト舗装)、調整モルタル設置

床版補修工：ひび割れ補修工、断面修復工、表面保護工
排水装置補修工：排水管取替工(目皿付き排水管)

防護柵補修工：防護柵取替工(橋梁用ガードレール)
床版防水補修工：床版防水工設置(複合床版防水、導水パイプ、埋設型排水桝)

区画線補修工：区画線設置(外側線)
舗装補修工：舗装打換え(アスファルト舗装)、調整モルタル設置

床版補修工：ひび割れ補修工、断面修復工、表面保護工
排水装置補修工：排水管取替工(目皿付き排水管)

防護柵補修工：防護柵取替工(橋梁用ガードレール)
床版防水補修工：床版防水工設置(複合床版防水、導水パイプ、埋設型排水桝)

区画線補修工：区画線設置(外側線)
舗装補修工：舗装打換え(アスファルト舗装)、調整モルタル設置

橋面部

床版補修工：ひび割れ補修工、断面修復工、表面保護工
排水装置補修工：排水管取替工(目皿付き排水管)

橋梁下面部

下部工表面処理工 表面保護工(表面含浸工法－高分子系)

支承補修工：塗装塗替え

支承補修工：塗装塗替え

支承補修工：塗装塗替え

支承補修工：金属パテ充填、塗装塗替え

支承補修工：塗装塗替え支承補修工：金属パテ充填、塗装塗替え

橋面部

橋梁下面部

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

桁　長　8780
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地覆補修工：コンクリート打換え、表面保護工

主桁表面処理工：塗装塗替え

地覆補修工：コンクリート打換え、表面保護工

主桁表面処理工：塗装塗替え

地覆補修工：コンクリート打換え、表面保護工

下部工表面処理工：表面保護工下部工表面処理工：表面保護工

沓座モルタル補修工：沓座モルタル設置沓座モルタル補修工：沓座モルタル設置

主桁表面処理工：塗装塗替え

沓座モルタル補修工：沓座モルタル設置

沓座モルタル補修工：沓座モルタル設置沓座モルタル補修工：沓座モルタル設置

沓座モルタル補修工：沓座モルタル設置
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路　線

平　　　川　　　市

図面番号

名

図　示

青　　　森　　　県

床版防水工補修図

地内

工事番号

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

床版防水工補修図

A2A1

流
水
方
向

平　面　図

10

45 45

F

A1

M

A2

10

S=1:50(A1版)
S=1:100(A3版)

S=1:50(A1版)
S=1:100(A3版)

側　面　図

サドルバンド φ20mm SUS304(ビス含む) サドルバンド φ20mm SUS304(ビス含む)

舗装設置面積　A=32.56m2

床版防水設置面積　A=32.56m2

外側線設置延長　L=8.15m×2＝16.3m

複合型床版防水詳細図 NO Scale

2460

S=1:20(A1版)
S=1:40(A3版)

断　面　図

白色実線 W=15cm白色実線 W=15cm

無収縮モルタル t=1～4cm

1.50% 1.50%

複合床版防水、導水パイプ、床版水抜きパイプ設置

 5 密粒度As(13F)改質II型 t=5cm

成形目地 W=30mm t=5mm

A部詳細図 S=1:10(A1版)
S=1:20(A3版)

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

床版長　8850

橋　長　8870
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埋設型排水桝[SUS製]

埋設型排水桝[SUS製]埋設型排水桝[SUS製]

埋設型排水桝[SUS製]埋設型排水桝[SUS製]

伸縮装置工伸縮装置工

舗装・床版防水設置延長　8150
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フレキシブルチューブ(SUS304)φ20 フレキシブルチューブ(SUS304)φ20

埋設型排水桝[SUS製]

導水パイプ　L=1.10m 導水パイプ　L=5.90m 導水パイプ　L=1.10m

導水パイプ　L=1.10m 導水パイプ　L=5.90m 導水パイプ　L=1.10m

アスファルト舗装

塗膜型防水材

浸透系防水材

表面研削

硅砂

硅砂
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導水パイプ 樹脂製φ15mm導水パイプ 樹脂製φ15mm

舗装補修工

床版防水補修工

床版防水層端部立上 W=20mm

導水パイプ 樹脂製φ15mm

50

調整モルタル
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路　線

平　　　川　　　市

図面番号

名

図　示

青　　　森　　　県

埋設型排水桝構造図

地内

工事番号

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

埋設型排水桝構造図

A2A1

流
水
方
向

平　面　図 S=1:50(A1版)
S=1:100(A3版)

サドルバンド φ20mm SUS304(ビス含む)

S=1:5(A1版)
S=1:10(A3版)

取付断面図

地覆天端

舗装面

フレキシブルチューブ設置箇所のみ

床版下面

※  埋設型排水桝の詳細設置位置は現地を確認して決定する。

止水材

本

式

SUS304　t=3mm

水膨潤ブチル系　t=5mm

1

4

  数  量

式

式

  摘   要

1

1

固定用付属品

規格・寸法

フレキシブルチューブ

M8　拡張アンカー　寸切ボルト　N・W

名　　称

SUS304　L=2000　φ20mm

式

本体鋼材

排水パイプの詳細取付け位置および長さは現地を確認して決定する。

本

1

数量表（1箇所あたり）

1

  数  量

数量表

固定用リブ

PVC管

  摘   要

車道部

SUS304　t=2mm

耐圧軟質塩化ビニール　φ13.5mm

規格・寸法

式

本

名　　称

1

1

埋設型排水桝

固定金具 φ20用サドルバンド　コンクリートアンカー

ドレーン管

式

SUS製　φ22mm

ジョイントドレーン

3

サドルバンド φ20mm SUS304(ビス含む)

サドルバンド φ20mm SUS304(ビス含む)

側　面　図

埋設型排水桝設置詳細図 
S=1:10(A1版)
S=1:20(A3版)

※地覆部はつりは伸縮装置工補修図を参照。

平　面　図

フレキシブルチューブを設置する際には逆勾配にならないように注意すること.

舗装面

床版下面

地覆天端

主　桁

地覆

フレキシブルチューブ設置箇所のみ

S=1:2(A1版)
S=1:4(A3版)

※寒冷地仕様(C)のみ

正面図

ドレーン管詳細

側面図

※2重管止水パッキン t=3

平面図

埋設型排水桝詳細図 

10%

SUS製 外径22mm

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

床版長　8850

橋　長　8870
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埋設型排水桝[SUS製]埋設型排水桝[SUS製]

埋設型排水桝[SUS製]埋設型排水桝[SUS製]

伸縮装置工伸縮装置工

舗装・床版防水設置延長　8150

舗
装
・
床
版
防
水
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幅
員
　
4
00
0

導水パイプ　L=1.10m 導水パイプ　L=5.90m 導水パイプ　L=1.10m

導水パイプ　L=1.10m 導水パイプ　L=5.90m 導水パイプ　L=1.10m

フレキシブルチューブ(SUS304)φ20

伸縮装置 後打ち材

5
0

地覆側面から排水
チッピング

地覆部はつり

橋台側 桁　側

埋設型排水桝(SUS製)

フレキシブルチューブ(SUS304)φ20

フレキシブルチューブ(SUS304)φ20

伸縮装置
伸縮装置 地覆部はつり

地覆部はつり

導水パイプφ15mm(樹脂製)

チッピング

埋設型排水桝(SUS製)

埋設型排水桝(SUS製)
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止水材

固定用リブ

ドレーン管

フレキシブル管 PVC管



14

縮尺伸縮装置工補修図

地内

路　線

工事番号

平　　　川　　　市

図面番号

施　　工

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)名

葉中

図　示

箇　　所

5

河　川

青　　　森　　　県

伸縮装置工補修図

横 断 面 図

平 面 図

桁　側（橋台側）

橋台側（桁　側）

※（　）内はA2部の記述を示す。

@300

30H 30H

LC50 50

CL

S=1:30(A1版)
S=1:60(A3版)

S=1:30(A1版)
S=1:60(A3版)

地覆部詳細図

5
0

S=1:15(A1版)
S=1:30(A3版)

桁　側 橋台側

15 5

既設遊間

t=10mm H=250mm

50

桁　側 橋台側

はつり詳細図

止水工詳細図

F M

型式ジョイント

桁　側橋台側

30
以
上

90゜取付け

S=1:5(A1版)
S=1:10(A3版)

取 付 断 面 図

±10

アスファルト舗装

@300

伸縮量20mm型

地覆立上り部詳細図

補強鉄筋加工図

伸縮量20mm型

E1  16-D16×2000

30

S=1:20(A3版)
S=1:10(A1版)

EJ-1

A2

EJ-2

上流

配 置 図

下流

LC

A1

30

100

0

ジ
ョ
イ
ン
ト
幅
 (
mm
)

10 20-10

85

90

-20

95

40

105

施工時の温度（℃）

110

初圧縮グラフ

伸縮量20mm型

0.58

D16

A・862B 相当品

96×100×530

合計

D筋アンカー

ウレタンフォーム

伸縮量20mm型

最小ロット

  数  量

112

プライマー No.40 相当品

本

  摘   要

シール材

4

地覆立上り

接　着　剤

誘導板：90゜取付け

伸縮量20mm型用

バックアップ材

96×100×1500

96×130×34

    寸    法

接　着　剤

本

本

664×110×8000

1.2

注入目地材

4

4

    種    類

地覆立上り付き

  材  料  名

100

荷重支持型鋼製フィンガー

500

16-D16×2000

超速硬コンクリート

最小ロット

E1

後打ち材

0.48

49.9補強鉄筋

20×50

m

伸縮装置取付工事材料表

差筋アンカー

20×20×1200

※  伸縮装置の切断寸法及び切断角度は現地実測結果を反映して決定する。

8.12

m3

kg

本

L

g

m

g

伸縮量20mm型伸縮量20mm型

S=1:100(A1版)
S=1:200(A3版)

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

※後打ち材打設幅：(400+10+350)-96=664

90°90°

2000 2000

250 4000 250

4500

530 2@1500=3000 530

250 4000 250

地覆立上り

コンクリートアンカー誘導板

伸縮量20mm型

伸縮量20mm型

地覆立上り

 SD345 D16

250

20
50

接着剤

注入目地材

バックアップ材

20

10はつり
250

25
0

250 96

10
0

11
0

1
10

150 105 105 150

400

10

350

 E1 D16

後打ち材

コンクリートアンカー D16　

誘導板 @300

2000

96
13
0

34

90°

90°

10 床版長 8850 10

橋長 8870

4
00
0

4
00
0

 A1  Fix

 A2  Mov



14

縮尺防護柵工補修図

地内

路　線

工事番号

平　　　川　　　市

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

図面番号

施　　工

名

葉中

図　示

箇　　所

6

河　川

青　　　森　　　県

組 立 図

支　柱

防護柵工補修図

M24(埋込長 L=200)
(SD345)

M16×35

S=1:15(A1版)
S=1:30(A3版)

S=1:15(A1版)
S=1:30(A3版)

R=100

ビ ー ム袖 ビ ー ム

板厚 t=2.3

S=1:10(A1版)
S=1:20(A3版)

S=1:10(A1版)
S=1:20(A3版)

笠 木

S=1: 8(A1版)
S=1:16(A3版)

ベースプレート詳細

路
内
側

路
外
側

S=1:4(A1版)
S=1:8(A3版) M20×145

M12×25M16×35

取付ボルト

S=1:4(A1版)
S=1:8(A3版)

ブ ラ ケ ッ ト

S=1: 8(A1版)
S=1:16(A3版)

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

ボルト M12×25

再帰反射ボルト ビーム 2.3×350×50 ボルト M12×25 笠木　　-3.2×150×50

支柱 φ114.3×4.5

ボルト M20×145

ボルト M12×25

ケミカルアンカー R-25SN

袖ビーム
支柱 φ114.3×4.5

100100

150

50

500 935 1000 2000 2000 1000 935 500

100

150

100 50

8870

83

140

35
0

17
5

5
50

60
0

5
00

11
0
0

50

5
00

20
0

10
50

125 125

250

200

2
2

360

200

21
9

35
6

500 160 46

660

2
00

50

70 200 200 200 60

170 2000 2000 160

4330

21
9

35
0

50

6-22×40長穴

45
°

4-18×24長穴 2-18×24長穴

t=2.3

6-18×24長穴

22

100100

200

40 120 40

200

3
60

100 100

18
0

18
0

16
6

99 1800 200 1800 99

3998

75
7
5

50

1
44

1
50

3.
2

3.
2

4-14φ 　-3.2×150×50×3998

4-φ28×50 長孔

PL-22×200×360

55
27
0

35

35
3
5

70

50 200 50

300

100 100 100

314.
5

3
4.
6

30

35

13 145

20 22 40

3.2

3
4.
6

16

33

33

8

35

16

3.2

18 40

13

2
7.
7

3.2

22

10

9

25

14 24

2.3

1-22×50長穴

2-22×28長穴



河　川

縮尺

施　　工

葉中

箇　　所

7

14

路　線

平　　　川　　　市

図面番号

名

図　示

青　　　森　　　県

地覆工補修図

地内

工事番号

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

地覆工補修図

A2A1

流
水
方
向

平　面　図 S=1:50(A1版)
S=1:100(A3版)

※地覆はつり部の詳細図は伸縮装置補修図参照。

2460

S=1:20(A1版)
S=1:40(A3版)

断　面　図

表面保護工設置 表面保護工設置

表面含浸工

下地処理

表面保護工詳細図 NO.Scale

(シラン系)

完了

含浸材塗布

養生

下地処理

清掃

表面保護工フロー

コンクリートはつり

養生

コンクリート打換え施工フロー

コンクリート打設

鉄筋ケレン

型枠撤去

型枠設置

防錆処理

完了

地覆部補修詳細図 S=1:10(A1版)
S=1:20(A3版)

既設取壊し断面図 補修断面図

※既設鉄筋は再利用としコンクリートのみ取り壊す。

無筋コンクリート 24N-12-25

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

地覆取壊し延長　8850

橋　長　8870

2
50

40
00

25
0

45
00

10 地覆補修延長　8830 10

地覆補修延長　8830 1010

35
0

6
00

横桁・端横桁

1000 2500 1000

98
0

5
0 50

250

250

3500

4500

4000

250

250

コンクリート打換え コンクリート打換え

浸透性保護塗装工

簡易清掃

250

3
50

100

1
00

100

コンクリートはつり コンクリート打設
表面保護工：シラン系表面含浸工法

1
00

2
0

20 210 20

3
50

250



葉中

図　示

工事番号

箇　　所

平　　　川　　　市

14

図面番号

8

縮尺

施　　工

河　川

排水装置工補修図

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

青　　　森　　　県

地内

路　線
名

高気密ステンレス排水管詳細図

排水装置工補修図

TS-PIPE

TSステンレス排水管設置図

取付金具詳細

製作数=4

S=1:10(A1版)
S=1:20(A3版)

既設排水管撤去図
S=1:10(A1版)
S=1:20(A3版)

6
6

4

注）1.特記なき材質はすべてSUS304とする。

2.排水装置はTSステンレス排水装置に準ずる。

3.SS400は全て溶融亜鉛メッキ(JIS H 8641 HDZT77)仕上げを行う。

ただし、ボルト類はHDZT49とする。

4.t=2.0未満のステンレス鋼材溶接部内外面に対し耐食性向上の措置を講じる。

5.現地調査にて寸法確定後製作する。

12.2kg/m

TSステンレス排水管

P 製作数=4

TS-PIPE

2-PL 100×6×306(SS400)

1-PL 100×6×570(SS400)

1-PL 100×6×180(SS400)

6-BN M12×45(2-W付)(SS400)

2-EPDM 100×3×150

※ 既設排水管は「循環式ハイブリットブラストシステム工法」により、既設塗膜を除去後に撤去する。

H.W.L+600(余裕高)
流

水
方

向

A2A1

S=1:50(A1版)
S=1:100(A3版)

配 置 図

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

現地鋼桁孔あけ取付金具

18
0

40

50

100

10
0

2-14×30長孔

50

4
0

645

内側 絶縁体(EPDM)貼付

6

 4-φ14孔　

25

10
0

25
5
0

2-14×30長孔

φ114.3

既
設
塗
装
除
去
範
囲
　
86
6

既
設
塗
装
除
去
範
囲
　
98
0

既
設
排
水
管
撤
去
　
12
80

既
設
排
水
管
撤
去
　
11
6
6

既
設
排
水
管
撤
去
平
均
　
12
23

鋼管φ100

既
設
塗
装
除
去
範
囲
平
均
　
92
3

9
0°

4
0

11
50

φ102

6

11
50

φ102

2
50645

橋面防水接続

無収縮モルタル充填

ステンレス排水管

7-水抜き孔 φ18

目皿溶接 t=6.0mm2-水抜き孔 φ20

t=1.0mm

φ
10
8

3030 30 40

60 119 70

30

69 570 6

25
5

補修箇所
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縮尺床版工補修図

地内

路　線

工事番号

平　　　川　　　市

図面番号

施　　工

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)名

葉中

図　示

箇　　所

9

河　川

青　　　森　　　県

平　面　図
S=1:30(A1版)
S=1:60(A3版)

床版工補修図

流
水
方
向

A1 A2

2
46
0

L2200×B0.30

L1700×B0.30

L100×B150×t20

L250×B200×t20 L250×B200×t20

L250×B200×t20

L250×B200×t20

L250×B200×t20

L150×B200×t20

L150×B200×t20

L150×B200×t20 L150×B200×t20

L150×B200×t20

L150×B100×t20

L150×B200×t20

L150×B200×t20

L150×B200×t20 L150×B200×t20
L150×B200×t20

表
面
保
護
工
2

表
面
保
護
工
1

表
面
保
護
工
3

表面保護工1・3

表面保護工2

L100×B150×t20

表面保護工詳細図
左官工法：防錆処理有り

断面修復工フロー

コンクリートはつり

断面修復

完了

劣化部除去

プライマー塗布

表面含浸工(高分子系)

養生

断面修復工断面図

凡例： ひび割れ

ひび割れ注入工法

NO.Scaleひび割れ補修工詳細図

ゴム注入式

注入材注入

ひび割れ補修工フロー

シール材設置

養生

注入器具設置

養生

表面保護工フロー

含浸材塗布

完了

下地処理

防錆処理

清掃

注入器具撤去

シール材撤去

完了

防錆処理

鉄筋ケレン

清掃

NO.Scale NO.Scale

(高分子系)

下地処理

(特記事項)

・ひび割れ深さは、ひび割れ幅の200倍(推定)とする。

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

240 支間長　8370 240

10床版長　885010

橋　長　8870

横
桁
・
端
横
桁

10
00

2
50
0

1
00
0

4
50
0

ひび割れ補修1

ひび割れ補修2

断面修復1

断面修復3 断面修復4

断面修復5

断面修復6

断面修復7

断面修復8

断面修復9

断面修復10 断面修復12

断面修復11

断面修復13

断面修復14

断面修復15

断面修復16 断面修復17
断面修復18

90
0

2
30
0

90
0

8850

8180

排水管控除

断面修復2

排水管控除

排水管控除排水管控除

ポリマーセメントモルタル

カッターライン

プライマー塗布

tパイプ間隔25cm程度

シール材

注入器具ひび割れ

ひびわれ

エポキシ樹脂系注入材

取付けパイプ

シール材

インジェクター

既設鉄筋

浸透性保護塗装工

簡易清掃



路　線
碇ヶ関田中線(碇沢川橋)名

葉中

図　示

工事番号

箇　　所

14

平　　　川　　　市

縮尺

10

図面番号

主桁表面処理工

河　川

施　　工

青　　　森　　　県

地内

S=1:40(A3版)
S=1:20(A1版)

主桁表面処理工補修図1

1-We
b Pl

 600
×10×

8760

1
-P
l
 9
5
×
9×

56
8

1-
P
l 
do

1-
P
l 
do

1-We
b Pl

 600
×10×

8760

上フランジ

ウェブ

ウェブ

下フランジ

S=1:40(A3版)
S=1:20(A1版)

S=1:40(A3版)
S=1:20(A1版)

S=1:40(A3版)
S=1:20(A1版)

(g/m2)

使用量
塗装工程

上　　塗

Rc-I塗装系(スプレー)

1種(循環式ハイブリットブラストシステム工法)

1日～10日 ※2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

塗　　料　　名

240

※塗装する全ての角部は2R以上の面取りを行い、先行塗装すること。

1日～10日

素地調整

下　　塗

600

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

1日～10日

塗装間隔

140

防食下地

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗中　　塗

下　　塗

有機ジンクリッチペイント ※1

塗装仕様

4時間以内

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

240

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更できる。

170

1日～10日

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3：ブラスト処理による除せい度はISO Sa 2 1/2とする。

※4：図中の詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

主桁部

補修図1

A1 A2

S=1:100(A3版)
S=1:50(A1版)配 置 図

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

2
00

6
00

200

195 2@4185=8370 195

1-Flg Pl 200×16×8760

6
00

60
0

部材長 8760

部材長 8760

2@4185=8370

195 支間長 8370 195

195 2@4185=8370 195

1-Flg Pl 200×16×8760

2
00

R=2mm以上

95 95

2
50
0

195 4185 4185 195

8760



補修図2

主桁表面処理工

路　線
碇ヶ関田中線(碇沢川橋)名

葉中

図　示

工事番号

箇　　所

14

平　　　川　　　市

縮尺

11

図面番号

河　川

施　　工

青　　　森　　　県

地内

S=1:40(A3版)
S=1:20(A1版)

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

塗装工程

1日～10日

下　　塗

弱溶剤形変形エポキシ樹脂塗料下塗

140

下　　塗

塗装仕様

※1：原則はスプレー塗装とするが、発注者との協議の上で、はけ、ローラーに変更できる。

上　　塗

1種(循環式ハイブリットブラストシステム工法)

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

※塗装する全ての角部は2R以上の面取りを行い、先行塗装すること。

1日～10日

防食下地 有機ジンクリッチペイント ※1

240

(g/m2)

Rc-I塗装系(スプレー)

塗　　料　　名

素地調整

170

1日～10日 ※2

240

600

塗装間隔

中　　塗

4時間以内

1日～10日

使用量

横桁部

2@
85

2@
8
5

2@
67
.
5

端横桁部
S=1:40(A3版)
S=1:20(A1版)

1-Guss Pl 180×11×215

1-Guss Pl 180×11×215

平面図

正面図

平面図

正面図断面図 断面図

床版

A=0.034m2
A=0.045m2

横桁・端横桁

主桁表面処理工補修図2

A1 A2

S=1:100(A3版)
S=1:50(A1版)配 置 図

※2：現場の施工条件に応じて塗装間隔を別途取り決める場合もある。

※3：ブラスト処理による除せい度はISO Sa 2 1/2とする。

※4：図中の詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

1-[ 90×90×13×2460

2500 2500

1-[ 90×90×13×2460

60
0

40
=1
70

4
0

4
0

=1
7
0

40

2460 2460

40
=
13
5

4
0

60
0

R=2mm以上

90

25
0

13
22
4

1
3

77 13

90

13

22
4

25
0

1
3

77

13

補剛材塗装面積 補剛材・ガセット塗装面積

195195

8760

4185 4185

2
50
0
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縮尺
支承工・沓座

地内

路　線

工事番号

平　　　川　　　市

図面番号

施　　工

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)名

葉中

図　示

箇　　所

12

河　川

青　　　森　　　県

モルタル工補修図

配 置 図

A2A1

S=1:100(A3版)
S=1:50(A1版)

支承補修詳細図

固定

設置数(基)支 承 規 格

線　支　承 230t以下

支承-金属溶射数量表

設置箇所

A1橋台

線支承

支承金属溶射施工フロー

潤滑性防錆剤注入

ブラスト処理

(二硫化モリブテン溶液)

後　片　付　け

(堆積土砂等除去)

現　地　調　査

(上部工補修兼用)

金　属　溶　射 (最低皮膜厚　100μm)　亜鉛・アルミニウム合金

(素地調整・粗面処理)　除錆度 ISO 8501-1 Sa 2・1/2以上

足　場　架　設

支承防錆工概要図

足　場　撤　去

橋座面・支承部清掃

4

※1基当り塗装面積(参考)

固定：0.28m2

可動：0.24m2

正面図 側面図

平面図

〃

　　　　　　　　合　　　　計

2〃 可動A2橋台

S=1:20(A3版)
S=1:10(A1版)

支承工・沓座モルタル工補修図

※ブラスト処理は循環式ハイブリットブラストシステム工法とする。

正面図 側面図

平面図

沓座モルタル補修詳細図

S=1:20(A3版)
S=1:10(A1版)

橋台胸壁

A=0.088m2

施工前に沓座、支承部の清掃を行うこと。

※図中の詳細寸法等は、現地検測のうえ決定すること。

側面図

平面図

橋台胸壁

A=0.088m2

正面図

橋座チッピング図

沓座モルタル設置図

橋　座

橋　座

橋座 橋座

橋座 橋座

塗装塗替え金属パテ充填、塗装塗替え

塗装塗替え塗装塗替え

無収縮モルタル設置無収縮モルタル設置

無収縮モルタル設置無収縮モルタル設置

正面図

平面図

金属溶射設置図

金属パテ充填補修図

L90-H40-B1.4

※金属パテ充填はブラスト処理後に行う。

塗装間隔4時間以内

封　孔　処　理 (浸透性エポキシ樹脂塗料)

塗装間隔4時間以内

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

4185 195

25
0
0

195 4185

支承・沓座モルタル補修工支承・沓座モルタル補修工

支承・沓座モルタル補修工支承・沓座モルタル補修工

8760

金属溶射工

ブラスト処理

24
0

420

420 240

支承防錆工：金属溶射

線支承：30t以下

50
24
0

50

34
0

50 420 50

520

橋座チッピング

50

520

50

線支承：30t以下

50

420
無収縮モルタル設置

50

24
0

34
0

50 420 50

520

30 30

50 240 50

340

橋座チッピング 橋座チッピング

無収縮モルタル設置 無収縮モルタル設置

420 24050 50

340520

50 50

2
0

30

50

2
0

30

50

24
0

420

420

金属パテ充填

9
0

40



大　　　鰐　　　町

施　　工

図面番号

縮尺

工事番号

名

葉中

図　示

箇　　所

13

青　　　森　　　県

14

路　線

河　川

S=1:30(A1版)

流水方向

A1橋台

S=1:60(A3版)

平　面　図

流水方向

正　面　図 上流側面図下流側面図

下部工補修図

S=1:60(A3版)

流水方向

正　面　図

S=1:30(A1版)
A2橋台

流水方向

平　面　図

上流側面図 下流側面図

A=3.015m2

A=0.408m2

A=1.581m2

A=3.015m2

A=1.581m2

清掃

下地処理

完了

表面含浸工(高分子系)

NO.Scale

(高分子系)

養生

表面保護工詳細図

表面保護工フロー

含浸材塗布

下地処理

下部工補修図

護岸ブロック積

護岸コンクリート 護岸コンクリート

護岸ブロック積

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

地内

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

43
0

250 4000 250

4500

35
0

6
70

1
02
0

60
0

240 190

430

1
02
0

190

430

240

1
02
0

1000 2500 1000

240

43
0

1
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4500

430

1000

250

190

35
0

1
02
0

240

2500

250

430

1000

6
70

60
0

1
02
0

190

4000

400

表面保護1

表面保護2

表面保護3

4500

表面保護2

表面保護1

浸透性保護塗装工

簡易清掃



河　川

縮尺

施　　工

葉中

箇　　所

14

14

路　線

平　　　川　　　市

図面番号

名

図　示

青　　　森　　　県

仮設工詳細図(参考図)

地内

工事番号

碇ヶ関田中線(碇沢川橋)

仮設工詳細図(参考図)

A2A1

流
水
方
向

平　面　図

10

F

A1

M

A2

10

S=1:50(A1版)
S=1:100(A3版)

S=1:50(A1版)
S=1:100(A3版)

側　面　図

45
00

11
00

11
0
0

S=1:20(A1版)
S=1:40(A3版)

断　面　図

※素地調整で循環式ハイブリットブラストシステム工法を採用するため、ブラスト養生シートを設置する。

1100

非出水期施工時水位 W.L141.625m

出水期施工時水位　W.L141.922m

2段目：シート張防護

計画高水位　H.W.L142.662m

1100 4500

平川市　碇ヶ関

令和 7 年度　　碇沢川橋橋梁補修工事

平　土　第　　　号

床版長　8850

橋　長　8870

25
0

40
00

2
50

45
00

橋　長　8870

床版長　8850

仮設吊足場工(A3)延長　8870

仮設吊足場工(A3)延長　8870

一
時
占
用
幅

永
久
占
用
幅

一
時
占
用
幅

計画洪水位　H.W.L142.662m

出水期施工時水位　W.L141.922m

非出水期施工時水位 W.L141.625m

足場板

塩ビ波板

足場チェーン 足場チェーンころばし

12
0
0

1000

板張防護

4000250

永久占用幅

6
00

1
0
5

板張防護

仮設吊足場工(A3)幅員　6500

足場板

1段目：ブラスト養生シート

1000

8
4
5

一時占用幅
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高
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高
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0
0

1
1
4
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鋼製クランプ

一時占用幅


